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テ其形狀モ亦一檬デ、ノナイ 

だ S づ(大豆即チ Qlyeine Soja BENTH O ノ极 1 i 生ゼ，根瘤ヲ採ッ テ 水 デ 洸ヒ淨メ之ヲ乾藏シ テ 置 イタ 用一一臨 
ンデ 使用ス 〆 ノデア，其使用ノ法ハ先ブ之ヲ水煎シ其煎汁ヲ 子宮 出血ノア， 姐婦一 一服用 セシム 〆 ノデアル 此樣 
一ー スル トキハ 其出血 ヲ止メ，コト ガ出來 〆 トノ コト デア，其煎汁 ハ 色 モナク 香 モナ ク又味 モ感ジナイ ノ デ極メ 
テ服用シ易イ實地-一之ヲ經驗シタ人ハ非常一一効ガアルト唱へテ居グ其土地デ ハ山間 デ醫者ガ 間二 合 ハヌコトガ 
柱々アグノデ出血ノア，場合-ー ハ 之ヲ稱用スルノデア，私メ今輕卒_ 一 其 レ ガ有効デア， 卜 確言ス ，コトハ 出來 
ヌケレ ドモ若シ幸-一之ヲ學術的-一硏究シテ果シテ此, 一 其効カノアル コト ガ認 メラ V タナラパ 從來此方面 二 唯一 
ノ特効藥トシテ賞用スル麥角 (saviceps purpurea TUL O ノ 代用品ヲ容易 1 1 我邦內 一一 得，譯デアッテ若 シサク 
ナレバ 我醫界ヲ益ス 〆 コトガ莫大デア T » クト思フ世人 ハ 聞テ直グニ贬ナズ 〇 先ブ豫メ之ヲ試驗シ テ 見テハドウ 
ダ ロ ク若シ有效分ガ無カ ッタラ 無 イト 云フコトガ實際一一證明 セラ 〆 、 カ ラ 其 試驗ハ決シ，グ徒勞デ、 ノナイ 


〇斷枝片葉(其三) 


牧野富太郞 


•須ラク ダーリア ト呼7べシ 天竺牡丹ヲ ダ ー リア 91 a ) 卜稱スルコトハ衆ノ能ク知 〆 所デアル然ぐ一 
近年之ヲ ダリア ト云フ樣-1ナッタガ是レハ正シク言へパ失張前々ヨリノ通リ^^リアト云ハネパ于ラヌノデア 
〆 又 デ-リア ト云ッテモヨイ即チ其原語-»>«を1ぎデアッテ決シテ«315'デハナイ恰ドあほくぼしだガあく 
ぼし^デナクあほならガあならデナイ樣ナモノデアル热此 Dahlia ハ Prof. Andeeas 0 AHL 卜云フ植物學者ノ 
名ヲ採夕乇ノデ此人、,リンネ氏ノ弟子デ失張瑞典人デアル此植物、ノ メキシコノ原產デ同國デハ砂渺五千英尺乇 
アル沙地ノ高原11野生シーブ居リ往時此處カラ歐洲へ持チ去ッタモノデアグ此植物 ノ 塊根、ノ辛クーブ藥臭イカラ人 
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間ノ食料一ーハ不向キデアグノミナラズ家畜モ亦之ヲ嫌フタ食ハヌ、 ダ；ア ニ最モ近キ綠類ハせんだんぐ5屬 
( Bidensv デアツテ其次ギ 1 一近キモノガおほはるしゃぎく屬 ( cosmos 〕 及ビはるしやぎく屬 ( coreopsis ) ノ諸品デ 
アグ、天竺牡丹ガ始メテ我邦一一渡リ來ツタノハ德川氏/末葉時代デ其種ハ Dahlia roseaoAV 。(= b . _|5 
DESF .) デアツタト思フ其レカラ私ハ明治ノ初年頃一一 ! >ahlia icineaOAV . ヲ我ガ鄕里土佐高岡 ils 佐川村デ見夕 
コトガアツタ高サハ凡ソ五尺位デ莖モ葉モ共,一純綠色デ少シモ他ノ色ヲ交 H テ居ナカツタ花/廣キ舌狀瓣ノー 
重暌デ輝イタ鮮赤色デ非常 >1奇麗デアツタ之ヲ愛植シテ居ツタ人ハ何處カラ之ヲ得テ來夕力知ラヌガ之ヲてん 
しぼ^ん卜呼ンデ珍重シテ居ツテ中々其根ヲ分與シテ吳ンナカツタ今日デハ種々ノ品種ガ世間二多イガ然シ私 
' ノ 此樣ナ鮮綠色 C 少シモ 他 色ヲ交 H ヌ) ノ莖葉ノ乇 ノデ且ツ此樣ナ 純緋色 C 少シ モ紫ガ 、ラ ヌ〕 ノ花ノ モノヲ見夕 
コトガナイ其レ故 私 ハ 該品ノ 爾ノ後二絕エタコトヲ非常-1殘念二思ツテ居グ今日デハ無論此 « 302.§!10$. 
二 M ' ス，品種ハ世間-一普通ニ アグデアロ クガ然シ前述ノ通 リノ 葉色卜花色トヲ兼ネ得タモノガ果シテ容易一一得 
ラ，、デアロウカドウカ ダ-リア 家 -1 聽キタイモノデア 〆 

•粒ぢ奢ヲか L を L み卜 謂7 ハ非ナ リ しゃくなん科ノー 種-一ねぢぎ卜云フ落葉樹ガアツーブ諸州ノ山地-一生 
ズ，其幹ガ能ク捩レテ居ルカラ之ヲねぢぎ卜稱スル又其氣條ヤ新枝ガ赤色ヲ呈シテ居 〆 カラ山行キノ材量ナド 
-- 熟知セラレーブ居，扨此樹ヲかしをしみ卜呼ブノハ惡 〆 イ何トナレバかしをしみハかしを炭ノ意デ此樹デ燒夕 
木炭ヲ斯ク稱ス 〆 ノデ固ヨリ樹ノ名デハナイカラデア 〆 故-一樹ハ別-一之ヲかしをすみのき卜稱 へ 〆 一-一めしつ 
ぶのき卜呼ブガ是レハ蓋シ其楕圓形ヲ成シタ白色ノ花カラ名ケタ名デア Tr クト思フ茈ハ穗ヲ成シーグ澤山枝一一著 

キ下向キー | ナツ r 開イテ居ル學名ハ pierisovalifolia D, Don var . elliptica BEHD. et WI5. (= klrome^ & t-Jca 

SIEB . ETZUCC .) デアツテ又支那ノ湖北、四川並二雲南諸省ノ地一一產スベ南燭ノ漢名ヲ之二充ツ 〆 人 アレドモ私 
ハ南! tf ハしゃしゃんぼノ漢名デナケンパナラヌト思フソレハ植物名實圖考ノ圖ガ能ク之ヲ證ス V カラデアル 

斷枝片葉(其三〕 






# 南燭ハ L ゃしゃんぼノ漢名ナリ 植物名實圖考卷ノ三十五一 i 南燭ノ圖說ガアグ今之ヲ檢ス 〆 11其 V ハしゃ 
くなん科ノしゃしゃんぼデアル此常綠ノ灌木ハすのき屬 ( vaccinium ) ノー 種デ我邦デハ中部南部諸州ノ淺山 
>1多イ花ハ穗ヲナシ芘冠ハ白色デ米粒ノ如ク果實ハ小球形ノ漿果デ黑熟シ酸味ガア，小兒時二採ーブ食ス，私ノ 
鄕里デ/之ヲくろがねもち卜呼ンデ居ッタ.人ノアリシヲ記憶シテ居 〆 (くるがねもちニハ同名ガア，)學名ヲ 
valium bralm THUNB . 卜稱ス 〆 、植物名實圖考ノ文『南燭ハ開寶本草-1始メテ著錄ス道家、葉ヲ 
以テ米ヲ染メ靑鏹飯ヲ爲クグ陶隱居ノ登眞隱訣-一已二之レヲ載ス、花ヲ開クヤ米粒 / 如ク歷歷トシテ下垂 ス湖 
南一一之ヲ飽飯花卜謂フ四月八011俚俗寺廟飯ヲ染メ饋問ス其風猶ホ古ノゴトシ夢溪筆談一一誤テ以テ南天竹卜爲 
ス且ツ人少ンニ識グ者卜謂フ/殊一 I 訪詢ヲ缺グ』(原卜漢文)トア 〆 我日本デハ此樹ノ葉デ飯ヲ染メルコト'ノ之 
レナキノミナラズ其他何ノ効用モナイー樹デアルガ强夕其利用ヲ討ヌレ X 夕 V '時 I 一之ヲ庭樹トナスノミデア y 
南燭ハ此ノ如クしゃしゃんぼデア，ガ然シ南天燭卜云へバなんてんノコトデアグ此南天燭二ふ尙、闌天竹、南 
天竺、東天竺、大椿或ハ天竹ノ別名ガアル 

鋤まめぶ1ノ異名卜漢名 まめ i : し cstachyl — PICOX 81 . et zucco ノ我邦各地方言ハ頗ル多イ今小野 
蘭山ノ耋筵小謄 -1 ヨレパまめふぢ、まめぶし、まめやなぎ、まめばす、まめがらうつぎ、 やうら く ざく ら 、ま 
めぼしのき、まめ〇と、まんぶし、木ふぢ、ふぢだい乙、くろうつぎ、あづきな"しとろ、ずいのき、つきで 
のき、つきだしのき、しろつきで、ついつ $ 木、大つきつき ノニ 十名ガアグ、從來我邦ノ本草家ハ之ヲ廣群芳譜 
卷ノ五十三-一黄山志卜云フ書ヲ引テ出テ居ル旌節花-1充テヽ居ダガ是レハ能ク當ッ テ. 居ナイト思フ支那ノ植物 

/名稱ヲ書イタへンリー氏ノ Qlisse Names of Plants (in Joup chin. Br. Koy. As. Soc., N. ser. XXII. 1887 〉 

ニヨレパ此まめぶし-一通条葉ノ漢名ガ用 4 テア，然シ僅カー字ノ差デ之ヲ通条花卜書スレバ其レ、 ンは ないかだ 
ノ漢名トナ 〆 メデア 〆 
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• おひゃら乎おひや 5 乎 にれ科ノ Ulmus montana SM - var . lacmiata TEAUTV. ハ^ a やうデア 〆 お a やう 
V ohiyo > 卜發音スべキ乎將夕 ohyo > 卜發音スベキ乎二就テ世人ハ頗ル之レニ惑フテ居 〆 コトガアグコトハ往 
々其發音如何/質問 一 一 出會フコトガアグ- r 7*=6 知ラ 〆 ヽガ是レハ ohyo > 卜云フノガ本當デアツテ此ぉ CA ゃうノ 
名ハ多分松 前邊ノ方言 デア P クト 礼幌ノ農科大學敎 授ノ宮 部金吾博士 ハ 日 ハレタ、「'アイノ」ノ 土人ハ之ヲあつ 
に卜呼ンデ居 y 「アイノ」人ハ此樹ノ强靱ナ 〆 鐵維質/內皮(樹皮ノ)ヲ以テ衣ヲ織 〆 ノデ此原料ヲ土人/あ 
つ卜呼ビ之ヲ用ヰーブ織リタ 〆 モノ.ガ所謂あつし織デアツテ劍路デ出來 〆 モノガ最モ有名デア 〆 トノコトデア， 
此あつし織ガ 「アイヌ」 人ノ 平常ノ着物料デア，又該樹ノ材、ノ薪炭トナシ又器具ニモ造ラ，、此落葉喬木ハ獨 
9 北海道バカ リ デナク 本州 /北部カラ 中部-一 互ツテ生ズル而シテねばぅ しな、ぬめ6しな、うはぬれ、うばぬ 
れ、やじめ、 やはずに れ 、やまば6等ノ方言ガアグ其葉頭ガ不齊二分裂シーブ居，ノデ IgB-ca (不齊 一一 深裂セ 
ダ義〕ノ變種名ヲ得タ モノ デアル 

@ぬずびとはぎトハ何故二云 7 乎 ぬすびとはぎハまめ科中 Desmodium . 屬ノー種デ山野二生ズル多年草デ 
アルガ其莢ガ能ク人衣-！鉤著スルノデ著 〆 シイ此ノ樣-1鉤著ス，ノハ其莢ノ表面 >1細微ナダ無數ノ鉤毛ヲ滿布 
シテ居ルカラデアル而シテ此萊1:一節カラ成ツテ居リ其外綠ハ深ク刻ミ入ツーブ莢ヲ前後ノニ過-一兩分シテ居ル 
其狀ガ恰モ人ガ職ヲ側ダヲ、コソコソト偸ミ恭ダキタ 〆 足跡-一似夕居广カラソコデ此植物ヲ盜人栽卜呼ンダモ 
ノデア 〆 又同屬近邇ノ品種一一ぬすび;^:のあし卜云フモノガアルー名ヲふぢく3卜稱へダ此草ノ莢モ亦前者卜同 
ジク人ノ足ノ形ヲナシーブ居グ故一一盜人の足ノ名ガア，此ぬすびとのあしハ山地-ーア.ツテ宿根カラ生 H 高サガ三 
四尺ニモナリ葉ハ羽狀ヲナシーブふぢノ葉二似ーブ居リ秋梢二長穗ヲナシテ小キ淡紅紫花ヲ開キ莢 1' 一段トナリタ 
六七分ノ長サガア，此ンモ熟スレパ同ジク人衣一 J 鉤著スダ此品ハ今日デハふぢかんざうノ名デ通ツテ居 〆 ガ又 
甘草だましトモやぶ甘草トス稱ス，其レハ其葉ガ藥用植物ノーナル甘草ノ葉一一似テ居 〆 カラデア 〆 
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❶ふさざくら屬ノ小記 ふ5ざくら-一/我邦各地\方言ガ多イ即チたに r は"さはぐは(信州木曾ツマゴ)、 
やま r は(東濃)、か.ぅやまん S く、あかねら(信州木曾)、ななかま(同、木曾岩鄕)、^は r } (甲州赤羽膝ン、 
つちぶな(勢州坂下〕、づ S (野州日光)、くわぅと(阿州〕ノ名ガア 〆 從來本種ノ漢名トシテ救荒本草ノ雲葉ガ 
充テ、アルガ之レハ當ッテ居ナイト思フ植物名實圖考卷ノ三ニモ雲葉ノ圖ガ出ーブ居 〆 ガ其圖1ー ヨレパ葉ガ吱一一 
對生シテ葉形ハ廣卵形ヲ呈シ組大ナ銀齒ガアグ此圖ハ'縮圖デアグト思フガ然シ規模ガ固ヨリふさざくらヨリト 
サイ如上ノ形狀デハ 決 シーーノ是レガふ S ざ くら デハナイノミナラズ我ふ3ざくらハ 日本 ノ特產デアッテ未ダ支那 
二產ス 〆 コトヲ知ラナイ學名ヲ Euptelea polyandra SIEB . et ZUCC . 卜稱シ此屬ノ者/我 日本ニハ隹汜ふさざく 
ら一種ノミデア 〆 同屬ノ者ガ支那-ーハ別-一一一種アッテ存スル即チ其ーハ E. Francheti<i AN TIEaHEM . デアッテ 
今ーツぐ E. pleiosperma Hop fil. et Thoms . デア 〆 前種ニハ山葉嵩ノ漢名ガアグラシイ次種ハ又北印度一一 
乇產スル、本屬ノ花ハ多雄蘂多雌蘂ノ兩性花デアッテ萼モ芘瓣モナク全ク風媒ノ裸花デア，雄蘂先ブ成熟シ，ブ 
雌蘂後レ雌蘂熟ヌ，トキハ雄蘂ハ巳-一老イープ落ツ 〆 ノデアグ、やま r るま科_一馬ス， 

® L ぼな横濱 u 盡ク 武藏ノ橫濱港-一接シープ平沼卜云フ地ガアグ海-一近イカラ鹹水ガ溝竝-一川-一上 V 來ッテ 
半鹹半淡水ノ廻ッ，夕區寰ヲナシテ居ル從テ此地ハ鹹水地邊-一生ズダほそばはまあかざ、はままつな(今ハ絕ユ)、 
はまふだん35(今ハ絕ユ〕ナドガ生ェテ居グ私/從來度々東京ヨリ此地-|來ジテ植物ヲ採集シタガ明治廿一年 
(一88 8) 八月廿六011始メテ同處デしばな即チ Triglochiu maritimum L . ヲ採集シク其時- 1 ハ ？ e |ー ハ出會/ ナカ 
ッタ同廿六年(一89 3) 十月二日-1再ビ同處,ーテ採タモノ,|ハ未熟ノ果實ガ出來テ居ッタ其後久シク歲月ヲ過ゴス 
間-一種々ノエ場竝-1住家ガ出來ーブ大分其邊ノ形勢ガー變シタカラ最早其種ガ該處二/盡キタデア TI クト想ッーグ 
居タガ意外-ーモ其レガ尙存在シテ居ッタコトガ撗濱植物會員 t | ヨッテ突キ止メラレタ然シ不幸ニモ間モナク其 
場處ガ新-一埋メ立テラレタ爲メ今度 n ソハ愈其處一一絕滅シテシマッタ是レガ大正四年ノ事デア，私ハ同會 M 卜 
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典—;完全ナ 〆 標本ヲ澤山-一採ーブ置イタカラ其記念品ハ多數二吾等同臭/間一一遺ッテ居ル 

•そくづノ語 原 す；3かづら科ノにはと Z . 屬-一をくづ卜云フ粗大ナ草ガア，葉ヤ花ノ樣子ガにはと Z . 即チ ^ 
づ一一肯テ居，カラ':一氧たづ卜稱スダ漢名ハ葫薯デアグガ其音ハ3くだくデア，今和名トナリ居ルをくづハ即 
チ之ンカラ轉ジテ且聲ガ短クナッタモノデア，和名鈔-一「朔濁二音此間音曾久止久今通云曾久豆」卜書イタアグ 
小野蘭山-ーヨレパ該草ハ延喜式ニハつち a と•か穴卜出テ居？和名鈔 - ーハをくどくトアリ京都デ、ノく S たづトモ 
をくづトモ云ヒ備前デハには^つ卜呼ビ大和デハをくどぅ又ハをくど卜稱シ九州デハおらんだ S ぅ卜唱へ 〆 卜 
ノコ h デアグ此草ノ花穗一ーハ杯形ノ蜜槽ガアッタ黃色ヲ呈シ又果實、ノ小形ノ赤色漿果デア> 

• 野生ノ枇桤 熊本縣第二師範學校ノ深澤武逸君カラノ大正六年一月三十日附書信-一『本年一月三0本縣上 
益城郡下矢部材地方へ旅行の際同地の甲佐嶽と申す處に枇把澤山之れぁ A 候故同地のものに尋ね候處之は自生 
な.〇と申候』トアッタ之レニ據レパ同山二、ノ自生ノ枇杷ノ樹ガ多イト見ユ 〆 枇杷、ン亦土佐； IM -1 中國-!モ天然品 
ノ■モノガアッテ石灰岩ノ山地-一生ジーブ居 〆 今世間-一栽植シテアルモノハ固カラ日本ノモノデアツタカ或ハ支那 
地方カラ渡シタ者力今私之ヲ詳力-ーシナイ〇枇把トハ其葉形ガ琵琶->似テ居 〆 カラ斯ク名ケタモノダト云フ. 
〇枇把ノ材ハ甚ダ堅緻デア 〆 カラひ、らぎノ材卜同ジク用キタ雅樂ノ拍子ヲ打ツ手版-一造ラレ-ブア 〆 〇土佐デ 
ハびは卜言てスーー通常びや卜呼ンデ居，〇近年田中枇杷卜稱スダモノガア，此ハ男爵田中芳男先生自ラ之ヲ邸 
內へ愛植シ其優良ナル實ヲ四方-1鑛メタモノダガ種類/所謂唐びはノー 品デア TI クト思フ〇逝來右ノ田中枇杷 
ナドノ大實ノ枇杷ガ市場出デー顆一顆之ヲ箱- j 並べテ店頭デ賣ッテ居ル是ン《数年以來ノコトデ其以前-一、ノ 
コンナコトナク皆葉付キノマヽ之ヲ賣ッタモノダソシテ其品種モ亦尋常一樣ノ種類ノミデアッタ〇枇杷ハ其學 
名ヲ Eriob9trya japonicaLINDL . 卜云■フガ此屬名ナダ Erioboti 7 a ハ「綿毛ア 〆 穗」卜云フ意味デアグ即チ枇杷ノ 
花穂-ーハ綿毛ガ密布シテ居グカラ英國ノ植物學者？ンドレ1氏ガ此樣ナ屬名ヲ命ジタモノデアダ 
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斷枝片葉(其三) 

€1 はないばな八葉內花乎 むら 3 き科ノ 野外越年 草 >1 はな S ばな卜呼ブ者ガアッテ Botllriospe— tenellum 
Fisch. et Mey. vai\ asperugoides MAXIM. ノ學名ヲ有スダ此者ハ同科 中 ノ犮びら ZL 即チ Trigolis pedunc^^^ 

EENTH . 卜外觀ガ頗 〆 能ク肯テ居，モノデア，カラ初心ノ人ハ時々此兩者ヲ混視ス 〆 コトガアグガ然シたびら 
乙ハ^ノナキ長キ苑德ヲ有ス 〆 ニヨリテ值グーー區別ガツクはないばなハ其苑ガ j ツブヽ必ズ葉卜葉トノ間,一出 
デヽ且其形ガ少シク大キイカラ直グ分 y はないばなノ名ハ多分類似者たびら Z . 卜區別センガ爲 メー ー葉內花ノ意 
味デ誰力 V '命名シタモノデハナイカト思フ 

•かすまぐ さ八 かす間草 ナリ からすの ^ んどう卜云フ草ガアル又同ジ Vicia 屬二す0 Q の ^ んどう卜呼ブ 
モノガア〆今此一一別一一同屬二屬ス〆一種ガアッテ野外1一生ズダ此草ヲ取テ之ヲからすの裘んどう一一比スレパ孩 
態ガ其レヨリ小ク又之ヲす C めの灸'んどう一 j 比スレパ形態ガ大キクテ丁度からすの裘んど$卜す^めの兔んど 
うトノ中間一一立ツ品卜謂フノデ之ヲか(らすの A んどう}す c すめの表んどう}間 rs 卜工夫シク名ケタモノデアグ私ハ之 
ヲ明治十七年-一當時博物局ノ天產部一一在勸ノ小野職愨氏-一聞イタコトヲ覺 H テ居ル此小野職愨氏ハ彼ノ有名ナ 
グ本草家小野蘭山先生ノ曾孫デアッテ當時東京市神田區末廣町十三番地-一住ハレテ居ッタガ明治二十三年十月 
二十七日二享年五十ーデ物故セラレタ〇からすの兔んどう (Yicia sepimnL.) ハやはず^んどう (YiciasativaL.) 
二能ク似夕草デアグガやはず兔んどうノ樣ナニ年生植物デナク多年生ノ植物デアグ日本デハ唯江州/伊吹山ノ 
ミ-一野生シーグ居，往々やはず^んどうヲからすの裘んどう卜能ク間違へテ居〆人ガアがガ通常野外一一生 H テ居 
ダ者ハ皆やはず裘んどうデアル〇支那デ野騸豆卜云フノハやはず免んどうデア，コト植物名實圖考ノ圖說デ解 
力〆斯ク謂フコトカラからすの裘んどうハ烏之 is 豆ノ意味デナク烏野豌豆、す <めの裘んどう《雀之豌豆デナ 
クテ雀野豌豆デアル此名義ノ事ハ曾テ白井光太郞博士ガ或 7V" 雜誌一一書カレタノヲ見タコトガアッタ 
• 村童 < $ ねむノ莖本ヲ釣魚ノ浮子トス 私ノ鄕里土佐佐 川 材ノ邊一一於テ私ノ幼ナカリシ時分-一/能ク材童 
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號六第卷一第誌雜究研物植 


ガ釣魚ノ!：：平トシタく S ねむ(まめ科ノー年草デ田畔一一生ジ淡黃色ノ蝶形花ヲ開キ花後節萊ヲ結ブモノ〕ノ莖本 
土際ノ部ヲ用ヰテ居ッタ即チ其莖ノ本ノ方ノ皮ヲ剝ギ取ジ(皮ハ容易-一剝ゲ 〆 〕之ヲー寸餘位トナシ野外デ之ヲ 
摇へ鈞絲-一附ケ以テ即席ノ浮子トス 〆 此浮子ハ甚ダ輕キユ H 能ク水-一浮ビ且其色ガ純白デアグカラ最モ目標卜 
スル-一適ス 〆 又田間デ之ヲ得グコトガ容易デアグカラ時-一望ンデ輕便ナダ浮子-ース，_一 最モ妙デアグ 
翁人參/土佐向キ 今ヨ511百三十六年前即チ天和元年 (1 681 )-1 京都デ出版シク本艸辨疑卜云フ書ノ卷ノニ 
人參ノ條下一一左ノ記事ガ載ッーブ居ル今參考ノ爲メ-一此-一之ヲ拔キ書キス 〆 

藥舖一 一大人參上品ノ者ヲ土佐ムキト云皆一本物一ータ希ナ，者也此名ア 〆 コトハ長澤道壽土佐ノ侍醫タリ諸藥 
上品-ーアラザレパ 病ヲ 治ス 〆 コト能てスト知テ極品ノ者ヲ選ンデ藥草-一精審也故二沈瘌ヲ癒シテ 世- 一名 ア？ 
其餘薰今一一殘テ 土 佐へ ハ 上品-ー アラ ザレバ下ラズ故-一上參ヲ土佐ムキト云フ此名ヲ取グコト誠二醫ノネガフ 
べキ所ナリ 

❿くまのみづきノ氣條其葉時-1互生ス くまのみづき (cornus brachypodac.A. MEY.) ノ葉ハ對生デアパ 
然シ其氣條ノ葉一ーハ偶マ互生ス〆モノガアッタ對生葉ヲ有スル氣條卜同株一一出ブ，コトガア〆予ハ曾テ豐後 M 
-1 武藏 -1 於テ此ノ如キ狱態ノ標品ヲ採集シクコトガア〆 

〇東京本草會/趣旨並二會則 

® 東京本草會趣旨 

天地ノ萬物ヲ生ズ，ヤ意アリーブ而シーブ作 〆 ガ如ク玄妙ノ作用能 クー 切ノ事物一一一道ノ脈絡ヲ與へ相互 二 扶助 セ 
シメタ生物各個-一安住ノ生ヲ完フ セシム 〇几 ソ醫藥ノ事此 天 ノ妙意ヲ得テ而シテ究竟シ得べ ク精細 ナ，各分祠 
ノ硏 究モ畢竟 スル-一 其歸趣/ 玆ニアリ〇 吾人 本會ヲ發 企シーグ汎ク .天地 ノ產物ヲ觀照シ主トシテ生物ノ治病一一對 

東京本草會ノ趣旨並-一會則 








